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夢を叶える！～がんばれ３年生！～

もう春が間近に迫っています。、３年生も様々な困難に打ち勝って、自分のこれからの進路を

定めつつあります。２月９･１０日は私立高校、２月 14 日は公立推薦特色選抜入試があります。

受験は自分の未来を切り開く大きな挑戦です。是非、最後まで努力を続けてくれることを願い、

成功を祈っています。他の人から、あれこれ言われて行動することは、いやで苦しいものです。

自分で選んだ道ならば、苦しくてもそれを乗り越える「力」が湧いてくるものです。ならば自分

の可能性を信じ、「時間」を大切にして、「もうちょっと」「もうすこし」の思いで夢に向けて頑

張り、実現して欲しいと思います。春はもうすぐ、希望の花を咲かせましょう。

「阪神・淡路大震災から１８年」そして「東日本大震災」

災害は忘れたころにやってくる！防災意識を高めよう

１月１７日に避難訓練を行いました。紀伊半島沖に大

きな地震が発生し、大きな揺れの後で津波がやってくる

という想定で訓練を行いました。全体としては、迅速か

つ整然と、避難・集合・点呼が行われました。、本当の災

害のときには緊張感があり、過酷な状況も想定されます

が、「冷静に行動する」ことが生死を分けることにつなが

ります。避難のポイントを４つ整理しておきます。

① 机の下に隠れるときは頭を隠す。

② 出口の確保は近い人がする。

③ 避難の時は「お・は・し・も」が原則。「おさない」

「はしらない」「しゃべらない」「もどらない」

④ ストーブやコンロ等の火の後始末

地震はいつ起きるかわかりません。家や学校にいるとき、外出中かもしれません。その

ときの状況のなかで、自分で判断して最善を尽くすことが「自分の命」を守ることにつな

がります。津波に対しては①海岸から離れる ②高いところに避難する が基本です。

「災害は忘れたころにやってくる」という有名なことばがあります。近い将来、太平洋



沖で巨大地震がおこると予測されています。避難訓練を通じて、改めて「防災」について

意識を高めましょう。

ところで、今年で、「阪神・淡路大震災」から１８年が経ちました。そして「東日本大

震災」からまもなく２年が経とうとしています。多くの方が犠牲になられ、避難の生活を

余儀なくされている方々が多数おられます。普段の生活ができることに感謝し、復興・復

旧にむけて力を合わせていきましょう。

阪神大震災から１８年、東日本大震災をはじめ、多くの災害があったことを
受け、兵庫県などでつくる「ひょうご安全の日推進県民会議」が、阪神の経験を
継承し、発展させることを誓う「１・１７ひょうご安全の日宣言」が発表されま
した。阪神と東北の思いを共有し、震災で失われた多くの尊い命を、震災を乗り越え
た人々の歩みを、語り継いでいきましょう。

２月のおもな予定

７日（木）生徒朝礼、専門委員会 20 日（水）公立入試発表

９日（土）～ 10 日（日）私学入試 23 日（土）卒業生を送る会（スマイル学級）

12 日（火）⑤授業参観⑥新入生保護者説明会 25 日（月）期末テスト（英、社、音）

14 日（木）公立推薦特色選抜、月の時間割 26 日（火）期末テスト（国、技家、1 年美）

19 日（火）⑤⑥ いのちの教育講演会 27 日（水）期末テスト（理、数）新入生クラブ体験

28 日（木）教育相談

《土曜チャレンジ ２、９、１６、２３》 苦しい峠の向こうには

楽なくだりが待っている

阪神・淡路大震災から18年が経った
私たちは日本と世界の多くの人たちに

地震を経験する前に この教訓を知ってもらいたい 使ってもらいたい
そのように願って 発信し続けてきた

災害は姿を変えて 私たちと社会を突然襲う
東日本大震災もそうだった

巨大な地震と津波は 私たちに恐怖をもたらし
多くの被災者と傷ついたコミュニティ そして荒ぶる国土を残して去った

1万9千名に及ぶ犠牲者 そのうち2千7百名は 行方不明のままだ
続いて起こった原子力発電所の事故では

いまだに多くの住民が ふるさとを追われたままだ
阪神・淡路大震災から 120回を超える被害地震が起こった

もう災害は 起こらないで欲しい
でも 南海トラフ巨大地震や首都直下地震の発生も心配だ

起これば未曾有の被害をもたらすが
その対策に時間がかかり 財源も必要だ

でも 一歩ずつ前進したい
減災の考えで 次なる災害に備えたい

それには災害文化をつくり 伝え そして備えて行動するしかない
伝えよう もっと伝えよう阪神・淡路大震災の教訓を

震災の教訓は すべての災害に通じる知恵だから

2013年1月17日

ひょうご安全の日推進県民会議



アンケート実施日 平成24年11月

1 教育課程・教育相談

1 学校の教育目標や教育計画についてしらされている

2 先生は教え方を工夫し、分かりやすい授業をしている

2

1 教育相談機関があることを知っている

2
担任の先生以外にも、相談をしてもよいということを
知っている

3
カウンセラーの先生へは、生徒だけでなく保護者も相談
できることを知っている

3 安全管理

1 校内に危険な箇所はない

2 通学路に危険な箇所はない

3 子どもは交通ルールを守って通学している

4
地震や火災などが起こった場合の避難について家庭で
話しをしている

4

1
子どもは学校教育目標を意識して学校生活を送ってい
る

2 子どもは学校へ行くのが楽しいと感じている

3 子どもは適切な言葉遣いや挨拶ができる

4 子どもは服装や持ち物など学校の決まりを守っている

5
子どもは命の大切さや人権・社会のルールなどについ
て考えた行動ができる

6
先生は子供達の頑張りを認めてくれたり、意見を聞い
てくれる

7
先生は、いじめやもめ事などがあれば適切に対応して
くれる

8
図書室は整備されていて、いつも本を読んだり借りたり
できる

9
子どもは、放課後のクラブ活動に積極的に参加してい
る

5

1 育友会活動について理解と協力ができている

保護者自身について
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生徒指導・教育相談体制

学校生活・教育目標

48 34 8 10

18 64 16 3

34 38 13 16

49 31 12 8

19 57 19

35 52 13 0

35 57 8 0

66 33 10

32 55 12 1

20 68 11 7

20 55 22 3

14 52 29 5

39 52 8 1

19 61 19 1

13 73 11 3

21 53 25

45 47 8 0

46 54 00

57 14 9 19

とてもそう思う そう思う あまり思わない 思わない

《学校評価アンケートの結果をお知らせします》

２学期の１１月に保護者の方を対象に実施いたしましたアンケートを集計した結果をお知らせ致します。

本校の教育活動の改善にこの資料を活かして参ります。アンケートへのご協力をいただきありがとうござ

いました。




